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圃

　子育て に とっ て 「地域子 育て支援セ ン ター
」 は何が で きるの か

一
子育て の魅力 に気 付 くた め の 「地域福祉」再構成の ため の 試み

一

　　　　　　　　　　　　　　　松永愛子

　　　　　　　　 （日本 女子 大学家政 学研 究科児童 学専攻 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「支援セ ン タ
ー

亅 の 独自性の根拠に もな っ て い る と考

　 我が 国の 少 子化 対 策は、労働 力確保 の た めに 行われ て

お り、未婚者 を対象に、働きなが ら将来の 労働 力で ある

子 ど も を生む こ と を求め るもので ある。だがその 方向性

は子 ど もを生 む世 代 （少子 化世代 ）の 生 き方 の 選 択 の 幅

を狭めて い るとい え るの で はない だろ うか。

　
一

方、少子 化世代 自身は、働 くこ とと子 育 ての 両立 を

　「人 生 の メ リ ッ トを合理 的に 増やすため」 の 選 択 肢拡 大

と と らえ、国の 少子 化対策の 方向性に疑問を感 じずに い

る。 また 同 じ理 由か ら、子 育 て の コ ス ト感 を払 拭 で きな

い とい う理由で 、子 どもを持つ 選択を遠ざけるの で ある。

　 わ が 国 の 政 策 は、少 子 化 を 式 で 表 した 経 済 学 者

G．Beckerの 考 え に 近 い、「機会費 用J 「現 金費 用亅 削減の

方向性を打ち出 して い る。しか し子育て の コ ス ト感は完

全に払拭で きて い ない。それは、子育て とい う仕事が貨

幣に 換算 で きな い 合理 的で ない部分、親子の 関係 性の仕

事 と して の 性 格 を強 くもつ 仕事 だか らで は ない か。

　 そ こ で 、合 理的 に 数量化 で きず、市場サ
ービス で 買う

こ とが で きず、人 と の 関 係性 に 負 う仕 事の あ り方を 「労

力」 と と らえ た 。 現代に お い て 「労力亅 と呼 ばれ て い る

部分 け、昔は近隣関係や親族関係など入間関係の 中で 負

担 感 を解消 で き、人 と人 をつ なぎ喜びに 変え る性格 をも

っ て い た。「労 力」 は 貨幣価値に 還元 で き ない か ら こそ、

現代 に お い て も、人 と人 と をつ な ぐ可能 性 を持 つ の で は

ない か と考えた。そ して エ ンゼ ル プラン の 中に ある項目

の一つ 、地域子育て支援セ ンター事業に注 目 した。

　 子 育て の 仕 事の 「労 加 の 部分 を通 じて 、人 と人 と の

出会 い が あ り、喜び を感 じ る場と して の 地域 子 育て 支 援

セ ン タ
ー

を作 る こ とが 、「労 力 亅 をメ リ ッ ト感 に 変え る こ

とに つ なが らな い だ ろ うか。

　本研 究 では、地域 子育 て支援 セ ン ターが 子 育 ての楽 し

み を感 じる場所 とな り得て い るか、また その 活動 が少子

化 世代 に と っ て、生 き方の 選択肢を増やす こ と に な り得

るか とい う可能 性 を さ ぐりたい 。

　凾 「F市子 育て 支援セ ン ター
亅 （以 下 「支援セ ン タ

ー
」）お け る フ ィ

ール ドワーク と文献研究の 両 方か ら研

究を行なっ た。フ
1
丿
一

ス ペ ー
ス で の親子 とア ドバ ィザ

ー
の 動きや会話の筆記記録、事例検討会の録音記録を

行 な っ た こ と を基に 分析 と考察を行 な っ た。

驪

え られ る成 立過程 を追 うと、初 期 に は、「講座 亅や 「相 談亅

とい っ た 啓蒙的 な活 動か ら始 ま っ て い る。しか し試行 錯

誤の 末、フ リ
ー

ス ペー
ス を提供 し子 育て ア ドバ イザーは

極 力後景 にひ くとい う、親 の 居場 所確 保 を優先 し、親 自

身が 楽しみ を見つ けて い くス タイル を確立 した こ とがわ

か る。F 市子育 て 支 援セ ン タ
ー

で は以下 の よ うな、取 り組

み が特 徴的 で あ っ た。

　（1 ）子育て情報の やりとりがで きるこ と。

　　「支援セ ンタ
ー

」 に おい て は、情報一
他の 母親や ア

ドバ イザーの子育て の経験談
一が 交換 されて い た。保

育園 情報、子 育て サ
ー

クル の 紹 介 、健 康診 断 の情報、

な どの刊 行 物 や イ ン ターネ ッ トで 公 開され、個人の 努

力で 入手可能な情報 に対 して 、経験談 とい う 「子育て

の 事例 」 は、支援セ ン タ
ー

に おい て しか 手 に 入 らず公

開されて い ない とい う意味で よ り貴重な情報である。

（2） 母親 で あるこ とを確認 しあい楽しみ あう場。

　 「支援セ ン タ
ー

」 で は、子 どもが 媒体とな り親 同 士

の 交 流を促 し、人 と接す る こ とが 苦 手 な親に もその場

に い る理 由を与え て い た 。 そ こ で 親が得 てい るもの は

「母親で ある自分を楽 しむ場亅 で あるとい える 。

　Goffman．　E の言 うよ うに 「自己 匚の イメ
ージ］自体

は その 所有 に 由来す る もの で はな く、彼の 行為の 全場

面 に 由来するもの で ある。自己 は、局 域 内 の 種種 の出

来事を目撃者に 解釈可 能な ら しめ る こ れ らの部分 的 出

来事 に 共通の 属性に よ っ て 、生 成 され た もの なの で あ

る」 （Goffman．　E ，1959，括弧内著者）とすれば、女性

が母 親の 役割を担うため に は、子 育て 行為を して い る

自分 を目撃する観客がい て初 め て 女 性は 母親に な り得

るの だ とい え る 。

　現 代 は、母 子 だけ が 孤 立 して い る核家族世帯が 多い 。

孤立 状況の 中で は、母親が
‘‘
母親らし く

”
振舞うこ と

を人に見られる こ とを通 して、母親である自分を自分

で 確認 して い くこ との 楽 し さや 意味が失 われ、母 親 と

しての 自分を確立 して い く機会を失っ て い る と考え ら
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れる。「支援セ ン タ
ー1 はその よ うな機会を復活 させ る

場所として機能 して い ると い える。

AuNT地元
・実家か ら遠く引っ越 して きた母親。0 歳児を抱 えた親  、上の ．

兄弟の 2歳児の男の子 を構うことで居場所を作 っ てい く。
4 箇月児を連れて二 人連れで来所。親同士の 交流の た めに、子 どもを

ぬ い ぐるみ の よ うに扱っ て 、ロパ クで挨拶をする光景があ っ た。
仲良しグル

ー
プの 固ま っ て い る中に 入 りづ らい 状況の 中、他の 子 ど も

を媒介に して居場所をつ くる様子が 見られた。
仲良しグル

ープ の り
一

ダ
ー

の よ うな人で あ る。グル ープ内で子 ど もに

関す る話題で長 くもりあが る様子が 見られた 。

（3 ＞顕在化させ るこ とか ら受け入れるこ とへ 。．

　 「支援セ ン ター
亅 で の事例 検討 会 に は様 々 な問題を

抱え た親子 が議題に あが る。例え ば精神疾患名 が 付 与

され る人、疑われる 人
｝母親自身が障害者で ある場合、

障害児などが来所する 。

問題 を抱えた親子 の ニ
ーズが 顕在化 した場合、専門機

関に 繋 ぐ対応が 考え られ るが、それ には、本 人 が今 の

生活 を変えた い とい う意志 を持 たね ば繋が らな い とい

う限 界 が あ る 。
「支援セ ン タ

ー
」 で は そ うせ ず、まず第

一に、その ま まの彼 らを 受け入 れ 支援してい く。「支援

セ ン ター1 は彼らが社会 との 接点 を持 ち孤 立 しない で

すむ こ と、彼 らの 子 育て を見 守 り生 活を支援する こ と

に 価値 を置 い て い るの で あ る。
養護学級に 通っ た。実母 に叱 られ て 育 っ たtgめ実母 に確 執 が あ る。夫

も常に叱 るの で 立 場がない 。支援セ ン ターで居 場所を見つ け てい る。

な病理 を抱え る親の発 見数 亅 「T 時預か り数 亅な どで評価

され て きた。しか し、生活に根付 くこ と」「人 との 出会 い 」

「評価 され ず居場 所 がある」「親が親で あ る こ との 楽 しみ

を知 る」 な ど数 に 表せ な い こ と に 目を向 けな ければな ら

，な い
。 その ため に 「地域福祉」概念再構成 が必要で ある 。

・「地域
E
祉　に 代わる　組み

Ts

被害妄想の 気 質を もつ 。通 院や セル フヘ ル プグル
ー

プは本人 に よ る と

傷っ け あ うだけ に思え続かな か っ た が支援セ ン タ
ー

に定期的に通 う。

（4 ）生活に 根づ くとい うこ と

　 上記 3 項 目に つ いて、「生活 に 根づ く」 とい うこ とは

必要な基盤で ある 。 親 子の 抱 えて い る問 題 に あ っ た事

例を提供するこ と、親子 に あっ た交流の 仕方を援助 し

て い くこ と、一部分の病理 を診断 す るの で なく生活全

部 に関わるこ と、これ らは生活へ の 視点を無 く して は

成 し得な い こ とで ある。

　最初は、の 生 活パ ター
ンの 中 に 「支 援セ ン ター

」 が

根付 くとい う意昧の 「生 活」 で あっ た の が、繰 り返 し

来所 しア ドバ イザ
ー

との 関係が 深まるこ とに よ っ て、

夫婦関係、祖父 母 との 関係、母親の 歩ん で きた 人 生 な

どが 見え る こ とがある。「生活 に根 づ く」とい う意味は

「人 生 に 根づ く」 に 近 い意味をもつ よ うにな り、よ り

的 確で 深 い 支援をするこ とに 繋が っ て い くの で ある。
・厂地域福祉　の ＋ 組みの 限界

　 「支 援セ ン タ
ー

」 の 取り組み を 「地域福祉 J の 枠組み

で 捉 える こ とはで きな いの で はな い だ ろうか。なぜ なら、

「地 域福祇」は 牧里 が 「機能論的資源 主 義ア プローチ 」（牧

里，1986）と呼ぶ よ うに、効率 を優 先 し、サ
ービス 供給

側の 視点中心となる実情が南るか らで ある。

　今 ま で 「支援セ ン タ
ー

」 は 「地域福祉」 の 機能的側面

を強 調す る考 え 方 に よ り、「相 談数 」「情報 提供 数亅 「深刻

　 「地 域福祉〕 の枠 組み か ら離れ るた め に 「祭 り」 とい

う枠組 み を提示 す る。「祭 り」 とは鶴見 に よ ると、「人び

と が生 活 して い く うえ で 自分 た ちで 自分た ち を励ますた

めに 作 り出 した装置」 （鶴見，1988）で ある。 個人、集団

全て を対象に、生活全般に 役立 つ とい う意味で 地域福祉

が本 来 目指 して い る要累 を持 っ て い る」 さ らに、サービ

ス 供 給側 主体 で はな く、
「
自分 自身 で 作 り上 げる もの で あ

る とい う点で 既 成の 「地域 」 を克朖 して い る と い え る。

　 「祭 り」 の 要累 と して 、鶴見や鳴 海は  準備 す る プ ロ

セ ス が ある  社交 が ある  交易が ある  神の 前の 平等の
　　　　　　　　　　　　　　　　’
よ うな意味で 、評価せ ず受 け入 れる こ とを挙げて い る 。

そ して 、鶴見 はそ れに加 え、現 代 におい て は 自然発 生 し

ない 集 団 的 な 「祭 り」 を  誰が 行 う意 志 を持 つ の か、と

い う点が問題点で あると述べ て い る。
’

　 こ の こ と を 「支援セ ン ター
」 に 即 して 考 え る と、子 育

て情報の や りと りがで きる
’
こ とは、値麩 易と して 。

問題を顕在化させ るこ とか ら受け入 れる こ と は、劃 亜

しない とい うこ とと して。母親 で ある こ とを確認 しあ

い 楽 しみ あ う場 は、亟 と して。生 活に根 づ くと い う

こ とは プ ロ セ ス が ある こ とと して 、捉え なおす こ とが

で きる の で は ないだ ろ うか 。 また、誰が＿り　行 な う

か、とい う問題に つ い て は、専門性が評価されに くい

ア ドバ イザ
＝

の 仕事の 問題ととらえ るこ とが で きる。

圈 「支激 シター
」 ！S 「労 力」 を新 しい 人 間関係 の

構築 とい う面で プ ラ ス に 変化 させ る可 能 性 を持 つ 場 で あ

る。「支援セ ンタ
ー

」 に おい て 、子育て の 楽 しさを事実 と
『
して積み 重ねてい くこ とが．少子 化世代 に と っ て ある

‘‘
気

づ き
7「

を促す こ とに な る。それ は、今ま で偏 っ た 幸せ の

選択肢が提 示 され て きた とい う こ とで あ る。子 どもを持

つ か持 た な い か、仕事を しな が ら子育て す るの か、子

育て に専業するの か、自分なりの 幸せ を選択する機会

を持つ べ きで ある 。

　子 育て の ように 、貨幣経済 とは違う価値観の 中に あ

る もの が自分 に とっ て 「幸せ J で あっ た場合、望む幸

せ が与 え られ、守 られるとい う機会は 現代社会 で は難

しい 。 だ か ら こ そ市場経済の価値観 の 中 で は 「労 力」

と呼ばれ無視され が ちなもの を持ち込ん で、人と人 と

の繋が りをつ くる喜びを感 じる場を作るこ とが、幸せ

に 続 く道の ひ とつ とな りえる の で ある6
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